
■破たんこそ堂々と！■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 265号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：対コロナ・就業支援事業について 

 

先日東京都某区の友人より、「対コロナ・就業支援事業」について相談を受けました。 

今、「生活保護に関する業務を担当する部門」への問い合わせがじわじわ増加しているそうです。 

様々な給付金や協力金が支給されるものの、失職や休業状態が長引けば、最後のセーフティネットである「生活

保護」に頼らざるを得ない人が急増すると予想されます。 

かつてのリーマンショックの際も、生活保護費の受給者が急増しましたが、その後の経済回復とともに雇用も回

復し、多くの人が生活保護から脱却できたそうです。 

ところが、今回のコロナによる経済危機は、社会構造の変化を伴うため、経済活動のＶ字回復は望めません。 

そうなると、生活保護への依存期間が長くなり、保護からの脱却がますます困難になると危惧されているそうで

す。 

 

某区の支所には、生活保護の業務に携わるケースワーカーが 100 名ほど配置され、各人が 100 名ほどの受給者

を担当しているそうです。 

ケースワーカーの適正な担当人数はとうにオーバーしているので、すでにキャパシティを超えている上に、今後

相談者が増えることによりますます個別の支援は手薄になっていくでしょう。 

生活保護の恐ろしさは、需給が長引くうちに保護生活に慣れてしまい、就業意欲が薄れることだそうです。 

そこで、生活の困窮を救済すると同時に、自立を促す支援活動を並行することが重要となるわけです。 

・ 

ところが、コロナショックによる経済危機に対し、従来型の手法では就業の促進はできそうにありません。 

かと言って、福祉の現場のケースワーカーたちに、新たな就業支援手法を模索する余裕はありません。 

緊急経済対策としての「就業支援事業」が遠からず必要となるのですが、その準備に誰も着手できていないのが

実情です。 



・ 

そこで、皆さんにお願いしたいのは、コロナによる社会の変化に対応した就業支援手法の確立と実施です。 

緊急経済対策としての予算がついても、事業に取り組む事業者がいなければ、予算消化できずに復興が長引くの

は東日本大震災が良い例です。 

是非とも、就職あっせんや人材派遣など雇用促進に関わる事業者さんを紹介して下さい。 

自治体の福祉担当とつなぎますので、情報を収集し、政府に事業提案するくらいの勢いで、取り組んでいただき

たいと思います。 

自薦他薦は問いません、皆さんからの情報提供をお待ちしています。 

 

2. ブログから：破たんこそ堂々と！ 

 

先日ご案内した通り、友人の広瀬君に乗せられて、「最悪を考えた経営者のための緊急講座」と銘打った Zoomせ

みなーでライブトークを行った。 

久しぶりに倒産経験の話をしたので、幾度か涙が込み上げてしまったが、今の僕自身の原点を見る思いがして、

いい体験だった。 

それと同時に、多くの人が様々な破たんを迎えつつあり、僕の経験が役立つことを願いつつ、改めて「破たんと

は何か」という疑問がわいてきた。 

そこで今日は、僕の大好きな「一見分かりきったことへの疑問」を論じてみたい 

・ 

まず、鉄板の手順として「破たん」ググってみよう。 

辞書を調べてみると、三省堂の大辞林には次のように書いてある。 

はたん【破綻】（名）スル  

① 着物などがやぶれほころびること。 「処々－して垢染みたる朝衣を穿ちたり／経国美談 竜渓」  

② まとまっている状態が維持できなくなること。成り立たなくなること。 「生活が－する」 

そもそも「綻」は「綻ぶ（ほころぶ）」という言葉で、①の意味から始まったようだ。 

さらに「破」つまり「破る（やぶる）」という字が加わって、もはや取り返しのつかない修理不能な状態がイメー

ジできる。 

・ 

次に僕の大好きなウィキペディアを調べてみると、そこには次の記載があるだけだ。 

破綻（はたん）  

・企業が民事再生法などの適用を受け、倒産すること。経営破たんとも呼ばれる。 

・地方公共団体の財政が立ち行かなくなること。財政破たんとも呼ばれる。 

・人と人の関係がうまく行かなくなること。夫婦関係などに見られる。 

ウィキペディアは匿名投稿型なので、根拠のない百科事典として名高いが、所詮僕の意見だって他人から見れば

根拠のない独断だ。 

だから、ウィキペディアは答えとして信じるのでなく、疑うことにより、価値ある発想の手掛かりとなる。 

・ 

ここで注目したいのは、3つの事例がすべてお金に絡んだ話ということだ。 

最初の企業経営破たんとは、まさに債務不履行というお金を踏み倒す破たんのこと。 

次の財政破たんも、夕張のように債務を減免する、文字通りお金の破たんのこと。 

そして最後の人間関係だが、夫婦関係に代表されるのは離婚による慰謝料や養育費、財産分割などお金のことば

かりが頭をよぎる。 



例えば、先祖代々引き継がれた家宝の器を割ってしまったり、着物を破いてしまったら、それは元に戻すことの

できない、「取り返しのつかない破綻」と言えるだろう。 

だが、経営破たんや財政破たん、そして夫婦関係の破たんなどは、本当に取り返しのつかない破綻なんだろうか。 

・ 

こうして考えてみると、破たんとは「取り返しのつかないこと」でなく、むしろ「修復可能な綻び（ほころび）」

を意味しているように僕は思う。 

現に僕自身、150 億近い事業を終了・清算し、個人保証債務として残った 30 億円近い債務を、返済することな

く時効を成立させた。 

この処理が、正しかったのか間違っていたのかは、社会が判断することだ。 

僕がどこにも隠れることなく今生きていて、元気に活動できているということを、僕は社会の判断だと受け止め

ている。 

つまり、破たんを乗り越えるということは、ほころびを修復したり損害を弁済することでなく、自ら諦めること

なく堂々と生き続けることではないか・・・と思えてきた。 

・ 

僕が会社を潰した時、「借金を踏み倒すことは犯罪なのか」を確認したことを思い出す。 

借金を返済しないことは、これを取り締まる法律は無い。 

そこに不正行為や詐欺行為があれば、明らかに犯罪だが、秘密も嘘も無ければ借金を返さないことは合法的な行

為なのだ。 

さらに wikiを調べると、「英米法の契約不履行は約束者（債務者）だけでなく受約者（債権者）も責任を負う。」

との記載もある。 

そして、破たんを「失敗」と言い換えれば、さらにわかりやすくなる。 

「失敗」の反対は「成功」だとしたら、「成功」が良いことで「失敗」が悪いことなのか。 

さらに言えば、「勝ち」が良いことで「負け」が悪いことなら、誰も勝負などできないではないか。 

・ 

というわけで、「破たん」や「失敗」そして「負け」を恐れることなく、みんな元気に生きていこう！ 

困ったときは「困った！」と声を上げ、助けを求めよう。 

困ってない人が、困った人を見かけたら、さっさと助けてあげよう。 

つまらない、当たり前の結論になっちゃったけど、絶対正しいことだと僕は思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20200524/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

しばらく交流は自粛しますが、どこでも駆け付け２ｍ離れて話します。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）05/25 ■〇作業日 10-21時（自宅） 

（火）05/26 ■〇作業日 10-21時（自宅） 

（水）05/27 ■〇出張日 16-19時（長野方面） 

   13-15時 △松本国際高校役員会（松本） 

（木）05/28 ■〇作業日 13-19時（笑恵館） 

 14-15時 ■一宮庵成城クラブ（笑恵館） 

17-19時 ■笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）05/29 ■〇作業日 10-21時（自宅） 

（土）05/30 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 12-17時 ■〇地主の学校_07・まつむら塾（リモート） 

（日）05/31 ■〇休業日 10-18時（自宅） 

 

■その後の予定 

05/30 10-17時 ■地主の学校_08・まつむら塾（笑恵館） 

06/06 10-12時 ■地主の学校_09・まつむら塾（笑恵館） 

06/11 16-17時 ■日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/11 17-19時 ■笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/12 19-21時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

06/13 10-17時 ■地主の学校_10・まつむら塾（笑恵館） 

06/18 10-20時 ■なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/25 17-19時 ■笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/28 10-14時 ■名栗の森オーナーシップクラブ５月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 



http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


